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髙島屋史料館

高島屋史料館 検 索

愉快な「まち」をつくる
髙島屋史料館企画展示室
3月6日（土）→6月28日（月）
●第 Ⅰ 部：百貨店、誕生
3月6日（土）→4月26日（月）
●第 Ⅱ 部：百貨店と「まち」
5月1日（土）→6月28日（月）

イベントは、下記サイトを検索し
ご覧ください。

「京呉服の髙島屋」から三都に店舗を構える
百貨店となった髙島屋は、あらゆるアイデア
で人々の楽しみを創り出し、常に新しい話題
を発信し続けてきました。そして現在、未来
へと、新しい「まちづくり」を進めている髙島
屋。いつの時代も「まち」と共に歩んできた
髙島屋の190年を、広告宣伝物と共にたど
り、あらためて百貨店の役割をみつめ問い
直します。

髙島屋東別館３階
開館時間／午前 10時～午後 5時
休館日／火・水曜日
（４月29日（木・祝）・４月30日（金）
は展示替のため休館）
入館料／無料

高井 多佳子

髙

たかい・たかこ　専門は日本近代
史。京都女子大学・京都精華大学
非常勤講師。2009年より髙島屋
創業家文書の調査・研究を開始。
2020年の髙島屋史料館リニュー
アルオープンに携わり、現在、同
館研究員。
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ユ
ニ
ー
ク
な
広
告
、
話
題
の

催
し
で
「
ま
ち
」
を
愉
快
に
。

こ
れ
か
ら
も
、
新
時
代
の

「
ま
ち
」
と
共
に
。

（
１
）
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
画
家
。
日
本
の
モ
ダ
ン
デ
ザ

イ
ン
の
父
と
呼
ば
れ
る
。

（
２
）
漫
画
家
、
文
筆
家
。
大
正
・
昭
和
初
期
の
日
本
の
漫
画
界
を

リ
ー
ド
し
た
。

（
3
）「
百
貨
店
と
催
物
」（『
三
田
広
告
研
究
』
20
：（
１
９
３
６
年

７
月
）
よ
り
抄
訳
。

髙島屋創業 190周年記念展

驚
き
と
楽
し
さ
で
、「
ま
ち
」
と
共
に

歩
ん
で
き
た
「
髙
島
屋
」
。

–

ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
広
告
宣
伝
物
で
振
り
返
る
髙
島
屋
の
ユ
ニ
ー
ク
な
1
9
0
年
。–

1.今回の展覧会のメインビジュ
アル　2.帆かけ船広告（1898
年）。心斎橋店の開店の時、東海
道線沿いに立てた業界初の屋
外広告。  3.たかしまや飯田呉服
店の帳簿を持つ西洋の少年
（1907年）。貿易店のポスター
で登録商標として織物製品の
シール、パッケージなどにも使
用された。 4.髙島屋呉服店ポス
ター（矢の根五郎）（1919年）。
日本画家・北野恒富が原画を手
がけ話題に。 5.（上）「明治中期
の飯田呉服店」ジオラマ、（下）
「鉄筋コンクリート造の京都烏
丸店」ジオラマ。共に、山本高樹
作（2013年）。 6.大阪タカシマ
ヤグランドオープンビジュアル
（2011年）。
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　島
屋
は
、
江
戸
末
期
の
1
8
3
1

　
　
　（天
保
2
）
年
に
京
都
で
生
ま
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
、

い
つ
も
時
代
の
先
頭
を
走
り
、
ほ
か
の

百
貨
店
に
は
な
い
驚
き
や
楽
し
さ
に
あ

ふ
れ
る
広
告
や
催
し
な
ど
で
話
題
を
ふ

り
ま
い
て
き
ま
し
た
。
人
々
は
、
最
先

端
の
建
物
を
訪
れ
る
楽
し
み
、
ち
ょ
っ

と
贅
沢
な
商
品
を
買
う
喜
び
、
家
庭
で

は
な
か
な
か
味
わ
え
な
い
大
食
堂
で
の

時
間
、
そ
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
催
し
物
を

見
る
楽
し
み
を
体
験
。
髙
島
屋
を
訪
れ

る
こ
と
は
非
日
常
の
ひ
と
と
き
で
、
ま

さ
に
「
ま
ち
」
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
拠
点
で
あ
っ
た
の
が
髙
島
屋
で
す
。

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
ア
イ
デ
ア
あ
ふ

れ
る
広
告
宣
伝
物
を
通
し
て
「
ま
ち
」

と
共
に
歩
ん
で
き
た
髙
島
屋
の
魅
力
を

再
発
見
し
ま
す
。

　1
8
9
8
（
明
治
31
）
年
に
大
阪
・

心
斎
橋
に
進
出
し
た
時
に
は
大
き
な
イ

ラ
ス
ト
の
広
告
を
掲
載
し
、
沿
線
に
巨

大
な
帆
か
け
船
の
屋
外
広
告
を
出
し
話

題
に
。
ま
た
大
正
末
期
に
は
大
阪
・
長

堀
橋
に
大
建
築
の
店
を
開
店
。「
お
客

様
の
髙
島
屋
が
で
き
ま
し
た
」「
髙
島
屋

を
か
わ
ゆ
が
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
宣
伝
。

1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
の
関
東
大

震
災
の
際
に
は
、
い
ち
早
く
東
京
へ
日

用
品
・
必
需
品
を
送
り
安
価
で
販
売
、

人
々
に
寄
り
添
う
こ
と
が
百
貨
店
の
指

命
で
あ
る
と
広
告
し
ま
し
た
。
昭
和
期

に
入
る
と
、「
お
客
様
の
髙
島
屋
」
か

ら
「
皆
様
の
髙
島
屋
」
へ
と
店
舗
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
変
え
、〝
百
貨

店
は
皆
様
の
娯
楽
の
場
〞
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
、
大
阪
・
南
海
店
、

東
京
・
日
本
橋
店
を
次
々
と
開
店
。

大
百
貨
店
の
誕
生
に
際
し
て
、
大
阪

は
今
竹
七
郎（
１
）、
東
京
は
岡
本
一
平

（
2
）
が
広
告
宣
伝
を
担
い
、
斬
新
で
奇

抜
な
広
告
宣
伝
で
大
い
に
注
目
を
集
め
、

新
時
代
の
百
貨
店
と
し
て
躍
進
し
て
い

き
ま
し
た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
催
し
も
次
々

と
開
催
し
、
人
々
の
夢
を
大
き
く
ふ
く

ら
ま
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
時
、
髙
島

屋
の
総
支
配
人
で
あ
っ
た
川
勝
堅
一
の

言
葉
『
百
貨
店
で
は
、
良
品
廉
価
奉
仕

以
外
に
、
こ
の
街
を
よ
り
愉
快
に
、
よ

り
賑
か
に
、
よ
り
繁
昌
さ
せ
る
た
め
に
、

直
接
営
利
を
目
的
と
せ
ず
国
家
的
社
会

的
見
地
か
ら
こ
の
よ
う
な
催
し
を
企
て

る
の
で
あ
り
ま
す
・
・
・
』（3
）
を
具
現

化
す
る
も
の
で
し
た
。

　
　
　
　
　

　

　

　

　や
が
て
戦
後
、
日
本
が
ス
ピ
ー
ド
を

あ
げ
て
豊
か
に
な
っ
て
行
く
時
代
に
は
、

一
歩
先
を
行
く
暮
ら
し
方
を
提
案
し
、

私
た
ち
の
毎
日
を
楽
し
く
変
え
て
い
き

ま
し
た
。
日
本
の
高
度
経
済
成
長
の
な

か
で
、
当
時
は
ま
だ
未
開
の
地
と
い
う

佇
ま
い
で
あ
っ
た
場
所
に
店
舗
を
次
々

と
出
し
、
新
時
代
の
「
ま
ち
」
を
つ
く

り
ま
し
た
。
日
本
初
の
郊
外
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
玉
川
髙
島
屋

S
・
C
は
そ
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
い
ま
も

日
本
を
代
表
す
る
オ
シ
ャ
レ
な
「
ま

ち
」
と
し
て
進
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の

後
も
1
9
9
6
（
平
成
8
）
年
の
東

京
・
新
宿
の
タ
カ
シ
マ
ヤ
タ
イ
ム
ズ
ス

ク
エ
ア
、
2
0
1
9
（
平
成
31
）
年
に

は
日
本
橋
髙
島
屋
S
C
と
、
新
し
い

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
。
こ
れ
か
ら

も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
時

間
が
過
ご
せ
る
場
所
を
提
供
し
情
報
を

発
信
し
続
け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。


